
農
地
改
革
に
お
け
る
異
議

・
訴
願

・
訴
訟
の
分
析
―
‐
農
地
改
革
期
土
地
問
題
２

側
画
―
‐

野

田

公

夫

は

じ

め

に

―
―
農
地
改
革
期
の
土
地
問
題
と
異
議
。訴
願
・訴
訟
―
―

本
稿
の
課
題
は
、
農
地
改
革
期
土
地
問
題
の

一
端
を
示
す
、
農
地

改
革
に
対
す
る
異
議

・
訴
願

・
訴
訟
の
実
態
と
そ
の
特
質
を
分
析
す

る
こ
と
で
あ
る
。

周
知
の
よ
う
に
農
地
改
革
は
、
各
市
町
村
農
地
委
員
会
が
樹
立
し

た
買
収
計
画

。
売
渡
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
た
が
、
実
施
に
移
る

前
に
関
係
者
に
対
す
る
縦
覧
期
間
が
設
け
ら
れ
て
お
り
、
計
画
に
不

服
が
あ
る
場
合
は
異
議
を
申
立
て
る
こ
と
が
で
き
た
。
申
立
て
ら
れ

た
異
議
は
、
当
該
委
員
会
で
審
議
さ
れ
そ
の
可
否
が
判
断
さ
れ
る

が
、
申
立
者
が
こ
の
裁
定
に
承
服
で
き
な
い
場
合
に
は
、
都
道
府
県

農
地
委
員
会
に
訴
願
を
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
提
起
さ
れ
た
訴

願
は
、
都
道
府
県
農
地
委
員
会
で
改
め
て
そ
の
妥
当
性
が
検
討
さ
れ

な
ん
ら
か
の
裁
定
が
下
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
依
然
と
し
て
受
け

入
れ
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
農
地
調
整
法
の
枠
を
超
え
、
訴
訟
と
し

て
裁
判
所
に
持
ち
込
ま
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
以
上
の
よ
う

に
、
農
地
改
革
の
実
施
計
画
を
め
ぐ
り
異
議
↓
訴
願
↓
訴
訟
と
い
う

経
路
を
た
ど
っ
た
も
の
と
は
別
に
、
農
地
改
革
自
体
の
違
法
性
を
問

題
に
す
る
違
憲
訴
訟
が
多
数
発
生
し
た
の
も
、
農
地
改
革
期
の
注
目

す
べ
き
特
質
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら
は
、
あ
く
ま
で
農
地
改
革
実
施
計
画
に
対
す
る
農
地
改
革

法

（自
作
農
創
設
特
別
措
置
法
）
に
基
づ
く
抵
抗
運
動
で
あ
る
が
、

そ
れ
と
は
別
に
、
い
わ
ば
農
地
改
革

（農
地
委
員
〈こ

の
枠
外
に
お
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い
て
も
種
々
の
形
態
で
土
地
を
め
ぐ
る
紛
争
は
続
発
し
た
。
そ
の
最

も
際
だ

っ
た
も
の
は
、
地
主
に
よ
る
土
地
取
上
で
あ
る
。
土
地
取
上

は
、　
一
九
四
五
年

（以
後
、
年
号
は
原
則
と
し
て
西
暦
の
下
二
桁
で
表

記
す
る
）
を
迎
え
る
と
と
も
に
敗
戦
を
待

つ
こ
と
な
く
す
で
に
急
増

し

つ
つ
あ

っ
た
が
、
敗
戦
後
に
農
地
改
革
実
施
の
噂
が
流
布
す
る

や
、
ま
さ
に
激
発
す
る
に
及
ん
だ
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
小
作
調

停
法
や
農
地
調
整
法
に
よ
る
チ
ェ
ッ
ク
は
あ
り
え
た
が
、
ほ
と
ん
ど

（１
）

機
能
し
な
か
っ
た
の
も
当
該
期
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
こ
う
し
て

土
地
取
上
は
戦
後
期
最
大
の
土
地
問
題
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
紙
数
の
制
約
上
、
こ
の
分
析
は
別
稿
に
ま
か
せ
る
こ
と
と
す
る
。

こ
れ
ら
の
分
析
は
、
戦
後
改
革
期
の
日
本
が
直
面
し
た
土
地
問
題
の

性
格
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
か
か
る
側
面
か
ら
農
地
改
革
の

歴
史
的
意
義
を
解
明
す
る
こ
と
に
寄
与
す
る
も
の
で
あ
る
。

第

一
章
　
異
議

の
分
析

件
数
と
申
二上
主
体
　
異
議
申
立
に
つ
い
て
の
全
国
統
計
は
、
申
立
て

ら
れ
た
件
数
と
申
立
主
体
の
区
別

（地
主
の
属
性
）
の
み
で
申
立
内

容
は
判
明
し
な
い
し
、
ま
た
買
収
計
画
に
対
す
る
も
の
の
み
で
あ
り

売
渡
計
画
に
対
す
る
も
の
は
含
ま
れ
て
い
な
い
。
表
１
を
参
照
さ
れ

た
い
。
四
七
年
か
ら
四
九
年
ま
で
の
間
に
農
地
買
収
計
画
に
対
し
て

申
立
て
ら
れ
た
異
議
件
数
は
、
九
四
、
二
五
三
に
達
し
た
。
こ
れ
を

申
立
主
体
別
に
み
れ
ば
、
不
在
地
主

（四
八
二
一％
）
と
在
村
地
主

（五
一
・
八
％
）
が
ほ
ぼ
拮
抗
し
、
在
村
地
主
の
な
か
で
は
耕
作
地
主

が
多
く
、
七
六

・
八
％
を
占
め
た
。
な
お
、
申
立
件
数
と
の
地
域
分

布
と
申
立
主
体
の
特
徴
を
あ
わ
せ
て
み
れ
ば
、
「近
畿
の
在
村
不
耕

作
地
主
」
と

「中
国
の
在
村
耕
作
地
主
」
（や
や
集
中
度
が
落
ち
る

が
、
「九
州
の
不
在
地
主
」
も
指
摘
で
き
よ
う
か
）
と
が
、
抽
出
さ
れ
る

べ
き
二
つ

（も
し
く
整
二
２

の
、
申
立
主
体
の
地
域
的
典
型
と
い

え
よ
う
。

件
数
の
地
域
分
布
　
地
域
別

に
み
る
と
、
東
日
本
で
は
少
な
く

（東

山
以
東
で
全
体
の
三
二
・
九
％
）
西
日
本

に
多

い

（東
海
以
西
で
同
じ

く
六
六

。
一
％
）
と
い
う
特
徴
が
み
て
と
れ
る
が
、
と
く
に
田
畑
小

作
地
買
収

（当
然
買
収
）
面
積
を
基
準

に
し
た
相
対
的
な
集
中
度

（当
該
地
域
に
お
け
る
問
題
の
大
き
さ
）
を
示
す

［密
度
］
で
比
較
す

れ
ば
、
こ
の
点
は
さ
ら
に
顕
著
と
な
る
。
す
な
わ
ち
、
北
海
道
は
わ

ず
か
に

［四

。
七
］
で
ほ
と
ん
ど
ネ
グ
リ
ジ
ブ
ル
、
東
北

。
関
東
で

も

［五
二
・
九
］
［五
五
・
八
］
で
あ
り
小
作
地
開
放
に
比
べ
れ
ば

そ
の
半
分
程
度
の
比
重
し
か
占
め
な
い
の
に
対
し
、
中
国

［二
八

七

・
七
］
。
近
畿

［二
四
〇

・
〇
］
。
九
州

［
一
八
二
・
八
］
と
い
う

際
だ
っ
た
数
値
を
示
す
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
以
下
四
国

［
一
三
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七

・
五
∵

東
山

［
一
二
六

・
四
∵

東
海

［
〓

一
五

・
○
］
と
続

き
、
東
山
以
西
は
す
べ
て

一
二
〇
を
超
え
る
値
を
示
す
の
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
件
数
に
お
い
て
も
社
会
問
題
と
し
て
の
重
さ
に
お
い
て

も
、
異
議
申
立
は
、
ま
さ
に
西
日
本
的
現
象
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

「訴
願
化
率
」
の
比
較
　
各
農
区
の
異
議
申
立
件
数

（表
１
）
に
対
す

る
訴
願
提
起
件
数

（表
２
）
の
比
率
を
求
め
、
こ
れ
を

「訴
願
化

率
」
と
よ
ぶ
こ
と
に
す
る
。
た
だ
し
、
異
議
申
立
件
数
が
買
収
計
画

に
対
す
る
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
訴
願
件
数
は
売
渡
計
画
に
対
す

る
も
の
も
含
ん
で
お
り
、
数
値
は
そ
の
分
過
大
に
で
て
い
る
た
め
、

実
際
の
訴
願
化
率
を
正
確
に
表
現
す
る
も
の
で
は
な
い

（「　
」
を

表 1 買収計画に対する異議申し立て件数とその主体 (1947～ 49年 )

注)農地改革資料編纂委員会『農地改革資料集成』第11巻744頁
「22 買収計画に対する地主の異議申立件数」、より作成。
[ ]内数値は「密度」。各農区・各項目の全国比重を、当該農区の小
作地開放面積比重 (農区横に記した数値)で除し、100を掛けたもの。

′3′

単位 =%、件

総  計 不在地主
在 村 地 主

不耕作地主 耕作地主

北海道 170 ５ ７

ｒ
」

0.8

47]

東 8′ 422   8 9

[52_例

関 東 181 9′ 775  10 4

[558]

北 陸  90 6′ 775   7 2

[800]

東 山 53 6′ 266   6 6

[1264]

77 3.7

東 海  52 6′ 130   6.5

[1250]

近 畿  6.0 13′ 532  14 4

[2400]

12.3

[205.0]

29 3

[488.3]

12.3

[2050]

中 国  65 17′ 572  18 6

[2877]

15 6

[2400]

12.4

[1908]

24.2

[372.3]

四 国  40 5′ 139   5_5

[1375]

43 67
[1675]

九 州 11_6 19′ 885  21 1

[1828]

22 9

[1974]

20.8

[1793]

都府県 830 93′ 496  99.2
[1195]

99.9

全 国 1000

実数 (件 )

100 0

100 0

94.253

100 0

48 2

45,452

100 0

12.0

11,341

100 0

39 6

37,460



付
し
た
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は

一
〇
〇
を
超
え
る
も

の
が
で
る
）。
し
た
が
っ
て
絶
対
値
と
し
て
は
使
え
な
い
が
、
農
区

間
の
相
対
比
較
は
十
分
可
能
で
あ
り
、
そ
の
高
低
は
異
議
に
込
め
ら

れ
た
矛
盾
の
大
き
さ
と
地
主
的
抵
抗
の
強
弱
を
反
映
し
て
い
る
と
考

え
ら
れ
る

（表
は
省
略
す
る
）。

「訴
願
化
率
」
の
全
国
平
均
は
二
六

・
七
％
で
あ
る
が
、
絶
対
数

が
極
め
て
少
な
い
北
海
道

（
一
〇
〇

・
四
％
）
を
ひ
と
ま
ず
別
扱

い

す
れ
ば
、
一局
率
を
示
す

の
は
東
北

（四
二
。
一
％
）
と
近
畿

（四

〇

・
〇
％
）、
そ
れ
に
次
い
で
関
東

（三
五

・
〇
％
）
。
四
国

（三
二
・

二
％
）
と
な
る
。
他
の
地
域
は
ど
れ
も
平
均
を
下
回
っ
て
お
り
、
低

率
な
順

に
、
中
国

（
一
一
・
七
％
Ｙ

九
州

含
一
一
。
四
％
）、
東
海

含
一〇

・
三
％
Ｙ

東
山

（二
〇

。
二
％
Ｙ

北
陸

（二
一
。
一
％
）
と
な

る
。
す
な
わ
ち
、
東
日
本

（と
く
に
北
海
道

。
東
北

。
関
東
）
で
は
、

異
議
申
立
数
は
少
な
か
っ
た
が
そ
れ
に
込
め
ら
れ
た
地
主
の
不
満
と

抵
抗
力
は
大
き
く
、
市
町
村
農
地
委
員
会
の
裁
定
を
不
服
と
し
て
訴

願
提
起
に
訴
え
る
ケ
ー
ス
が
目
立

っ
た
の
に
対
し
、
西
日
本

（と
く

に
中
国

。
九
州

。
東
海
）
で
は
、
異
議
申
立
数
は
多
か
っ
た
も
の
の

そ
の
多
く
が
農
地
委
員
会
の
裁
定
に
服
し
、
訴
願
に
訴
え
る
こ
と
は

少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
等
し
く
異
議
多
発
地
帯
で
あ
っ
た
西

日
本

の
各
農
区
は
、
「訴
願
化
率
」
に
お
い
て
、
高
率
を
示
す
近

畿

。
四
国
と
最
低
率
を
示
す
中
国

。
九
州
と
に
明
瞭
な
三
分
解
を
と

げ
た
こ
と
が
、
今
ひ
と
つ
の
特
徴
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
変
化
が
合
成

さ
れ
た
結
果
、
西
日
本
全
体
と
し
て
は
大
き
く
比
重
を
下
げ
る
こ
と

に
な

っ
た
。

第

二
章
　
訴
願

の
分
析

件
数
の
地
域
分
布
　
表
２
を
参
照
さ
れ
た
い
。
四
七
年
か
ら
四
九
年

の
訴
願
件
数
は
二
五
、　
〓

〓
二
件
で
あ

っ
た
。
先
に
み
た

「訴
願
化

率
」
の
地
域
差
を
反
映
し
て
、
異
議
申
立
の
地
域
分
布
と
は
異
な
る

特
徴
が
付
加
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
依
然
と
し
て
西
日
本
が
主

要
舞
台
で
あ
る
こ
と
は
変
わ
ら
な
い
が
、
と
く
に
中
国

。
九
州
の

「訴
願
化
率
」
が
極
め
て
低
か
っ
た
た
め
、
異
議
申
立
に
比

べ
れ
ば

そ
の
位
置
を
や
や
下
げ

（東
海
以
西
で
六
六
。
一
％
↓
五
八
・
四
％
）、

逆

に
、
北
海
道

。
東
北

。
関
東
の

「訴
願
化
率
」
は
高

か
っ
た
た

め
、
東
日
本
の
ウ

エ
イ
ト
は
確
実

に
あ
が

っ
た

（東
山
以
東
で
三

三
。
九
％
↓
四

一
上
ハ
％
）。
た
だ
し
西
日
本
に
あ
っ
て
も
近
畿
は
逆

に
ウ
エ
イ
ト
を
顕
著
に
上
げ

（
一
四
。
四
％
↓
二
一
・
五
％
）、
異
議

に
お
け
る
中
国
の
位
置

（
一
八
上
ハ
％
）
を
凌
ぐ
集
中
率
を
示
し
た
。

ち
な
み
に
中
国
は
、
訴
願
比
重
は
半
減
し

（八
二
二
％
）
［密
度
］

も
都
府
県
平
均
に
近
づ
い
た
。
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訴
願
理
由
の
特
徴
　
全
国
的
に
は
、
「
そ
の
他
」
含
一〇
。
一
％
）
を
除

け
ば
、
「農
地
で
は
な
い
」
盆

九

二
ハ
％
）
が
最
多
で
、
以
下

「売

り
渡
に
つ
い
て
」
盆

一
。
一
％
Ｙ

「不
在
地
主
に
非
ず
」
２

０

・

八
％
Ｙ

「自

作

を
希

望
」
貧

○

。
〇
％
Ｙ

「自

作

地

で
あ

る
」

（九
。
一
％
）
な
ど
と
な
る

つ
そ
の
他
」
を
除
く
上
位
五
項
目
で
六

〇

上
ハ
％
）。
う
ち
、
「農
地
で
は
な

い
」
は
転
用
が
ら
み
の
、
「不

在
地
主
に
非
ず
」
は
地
主
の
生
活
基
盤
の
移
動
に
か
か
わ
る
、
「自

作
地
で
あ
る
」
は
労
力
不
足
等
に
と
も
な
う

一
時
的
貸
借
、
「自
作

を
希
望
」
は
収
入
源
の
喪
失
や
労
力
の
復
帰
に
か
か
わ
る
問
題
が
主

要
な
内
容
を
な
す
と
考
え
ら
れ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
地
主
的
抵
抗

の
主
要
な
内
容
に
売
渡
を
め
ぐ
る
問
題
が
あ
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で

あ
る
。
「保
有
小
作
地
の
選
定
」
は

「当
然
買
収
」
の
し
ば
り
の
範

囲
内
で

「
よ
り
ま
し
な
農
地
」
を
自
作
地
と
し
て
残
そ
う
と
す
る
地

主
の
意
向
を
示
す
も
の
で
あ
る
が
、
「誰
に
売
り
渡
す
か
」
も
そ
れ

を
上
回
る
大
き
な
関
心
事
で
あ

っ
た
こ
と
が
興
味
深
い
。
先
の

「不

在
地
主
に
非
ず
」
「自
作
地
で
あ
る
」
な
ど
が
、
当
該
期
の
激
し
い

人
口
流
動
が
も
た
ら
し
た
諸
状
況
を
主
に
地
主
の
側
の
問
題
と
し
て

捉
え
た
も
の
で
あ

っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
れ
は
同
様
の
状
況
が
小
作
の

側
の
問
題
と
し
て
現
象
し
た
も
の
で
も
あ

っ
た
。

訴
願
理
由
の
地
域
的
特
質
　
第

一
に
目
を
ひ
く
の
は
、
多
く
の
項
目

に
お
い
て
近
畿
が
突
出
し
た
高
密
度
を
示
す
こ
と
で
あ
る
が
、
と
く

に
際
だ

っ
て
い
る
の
は

「農
地
で
は
な
い
」
の

［九
五

一
・
七
］
と

「買
収
対
価
不
服
」
の

Ｔ
ハ
一
五

・
〇
］
で
あ
る
。
絶
対
数
で
み
て

も
、
前
者
は
全
国
の
五
七

。
一
％

。
後
者
は
同
じ
く
三
六

。
九
％
と

い
う
、
圧
倒
的
な
ウ
エ
イ
ト
を
占
め
る
。
い
ず
れ
も
都
市
化
を
背
景

に
し
た
問
題
群

（転
用
と
地
価
）
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
問
題
が
近
畿

農
地
改
革
最
大
の
デ
ィ
ス
タ
ー
ブ
要
因
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。
な

お
、
「買
収
対
価
不
服
」
は
北
陸
で
も
際
だ

っ
た
数
値

（冨
一六
七

・

八
］
）
を
示
し
て
お
り
、
近
畿

・
北
陸
で
実
に
七
〇

・
〇
％
に
達
す

る
。
し
か
し
北
陸
は
、
都
市
化

・
転
用
の
圧
力
を
背
景
に
し
た
近
畿

と
は
異
な
り
、
戦
前
期
に
お
け
る
本
格
的
な
土
地
改
良
投
資
投
下
地

帯
で
あ

っ
た
こ
と
を
反
映
し
た
土
地
合
体
資
本
の
増
加
と
土
地
生
産

性
の
上
昇

（＝
し
た
が
っ
て
ま
た
理
論
地
価

。
実
勢
地
価
の
高
騰
）、
お

よ
び
そ
の
経
済
的
実
現
を
主
張
し
う
る
地
主
制
の
強
さ
を
背
景
に
し

た
も
の
で
あ

っ
た
と
、
ひ
と
ま
ず
推
定
し
て
お
き
た
い
。
以
上
の
よ

う
な
性
格
を
異
に
す
る
二
つ
の
論
理
が
、
と
も
に
近
畿
と
北
陸
を

「買
収
対
価
不
服
」
訴
願
の
集
中
地
帯
に
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
る
。

他

に
目
を
ひ
く
の
は
、
四
国
の

「農
地
面
積

に
不
服
」
［七
八

二

・
五
］
で
あ
る
。
小
作
地
開
放
で
は
四

・
〇
％
の
比
重
し
か
な
い

グ3イ



四
国
が
、
実
に
三

一
。
三
％
の
高
率
を
示
す
の
で
あ
り
、
か
つ
こ
れ

に
近
畿

。
九
州
を
あ
わ
せ
れ
ば
、
六
七

。
四
％
に
達
す
る
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
地
域
が
い
ず
れ
も
零
細
地
主
地
帯
で
あ
っ
た
こ
と
を

反
映
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
わ
ず
か
な
面
積
の
違
い
が
、
大
き
な

経
済
問
題
と
し
て
意
識
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
他
、

［密
度
］
が
二
〇
〇
以
上
の
も
の
を
あ
げ
れ
ば
、
近
畿
の

「自
作
を

希
望
」
Ｔ
一八
三

二
邑

ｏ
「農
地
面
積
に
不
服
」
Ｔ
〓
三

・
七
］
・

「不
在
地
主
に
非
ず
」
Ｔ
一九
六

・
七
∵

「自
作
地
で
あ
る
」
Ｔ
〓
一

八

・
三
］
、
九
州
の

「現
実

の
所
収
者
は
違
う
」
Ｔ
一九
七

。
四
］
。

「自
作
を
希
望
」
Ｔ
二

五

・
五
∵

「自
作
地
で
あ
る
」
Ｔ
一〇
九

・

五
］
、
四
国

の

「遡
及
買
収

に
不
服
」
［三
二
五

・
〇
］
、
中
国

の

「売
渡
に
つ
い
て
」
Ｔ
二

五

・
四
］
、
東
山
の

「
現
実
の
所
有
者
は

違
う
」
Ｔ
三

一
・
三
］
な
ど
と
な
る
。
東
山
を
除
き
、
す
べ
て
が

西
日
本
で
あ
る
が
、
諸
項
目
の
多
く
が
該
地
に
お
け
る
人
口
流
動
の

激
し
さ
と
、
地
主
制
お
よ
び
農
家
経
営
の
零
細
性
と
不
安
定
性
を
強

く
反
映
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
代
表
的
な
養
蚕
地
域
を
か

か
え
る
東
山
も
ま
た
、
桑
園
転
換
が
強
引
に
す
す
め
ら
れ
て
き
た
当

時
に
お
い
て
は
、
経
営
の
不
安
定
を
集
中
的

に
体
現
し
た
地
区
で

あ
っ
た
。

他
方
、
東
日
本
で
目
立

つ
の
は
、
東
北
の

「遡
及
買
収
に
不
服
」

［
一
五
〇

。
○
∵

コ
冗
渡
に
つ
い
て
」
〓

四
七

・
〓
、
関
東

の

「保
有
小
作
地
の
選
定
」
〓

一
一
丁

七
∵

「遡
及
買
収
に
不
服
」

［九
七
。
二
］
で
あ
る
。
こ
こ
に
示
さ
れ
る
の
は
、
西
日
本
と
は
異

な
り
、
経
済
変
動
へ
の
対
応
と
い
う
よ
り
は
、
土
地
所
有
権
自
体
の

強
い
主
張
で
あ
る
。
東
日
本
地
主
制
の
強
固
さ
の
一
端
を
示
し
て
い

（５
）

る
と

い
え
よ
う
。

第

二
章
　
訴
訟

の
分
析

訴
訟
の
提
起
　
さ
て
、
都
道
府
県
農
地
委
員
会
に
持
ち
込
ま
れ
た
訴

願
は
、
そ
こ
で
審
議
さ
れ
判
断
が
く
だ
さ
れ
る
が
、
そ
の
結
果
を
な

お
承
服
で
き
な
い
場
合
は
、
裁
判
所
に
訴
え
出
る
こ
と
に
な
る
。
こ

れ
が
訴
訟
で
あ
り
、
訴
願
よ
り
も
さ
ら
に
強
力
で
持
続
的
な
地
主
的

抵
抗
を
体
現
し
て
い
る
。
農
地
改
革
実
施
に
伴
う
訴
訟
は
、
四
七
年

五
月
に
最
初
の

一
件
が
発
生
し
て
以
後
、
と
く
に
同
年

一
二
月
二
日

買
収
を
経
て
激
増
し
、
以
後
四
九
年
九
月
ま
で
毎
月

一
〇
〇
件
を
上

回
る
状
態
に
な

っ
た
。

な
お
違
憲
訴
訟
は
、
四
七
年
七
月
の
旭
川
訴
訟
を
晴
矢
と
す
る

が
、
同
訴
訟
は
審
理
に
入
る
前
に
却
下
さ
れ
た
の
で
、
続
い
て
同
年

一
〇
月
に
提
起
さ
れ
た
宇
都
宮
訴
訟
が
実
質
的
な
最
初
で
あ

っ
た
。

以
後
わ
ず
か
二
ヶ
月
に
満
た
な
い
間
に
三
七
件
も
の
集
中
的
な
提
起
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が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ
は
同
年

一
〇
月
二
日
に
開
始
さ
れ

一
二
月
二

日
に
よ
り
大
規
模
な
第
二
回
買
収
が
実
施
さ
れ
た
農
地
開
放
の
進
展

に
対
す
る
地
主
層
の
強
烈
な
反
感
と
焦
燥
を
直
接
の
背
景
に
し
て
い

２つ
。

件
数
の
地
域
分
布
　
表
３
を
参
照
さ
れ
た
い
。
五
〇
年
六
月
時
点
で

訴
訟
に
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
は
四
、
三
二
五
件
で
あ
り
、
先
の

「訴

願
化
率
」
と
同
様
に

「訴
訟
化
率
」
（訴
願
提
起
件
数
に
対
す
る
訴
訟

件
数
比
率
）
を
求
め
る
と
、
約

一
六

・
八
％
に
達
す
る
。
農
区
別
分

布
を
み
る
と
、
東
北

（
一
八

・
〇
％
）
関
東

（
一
五

・
五
％
）
九
州

貧

二
・
四
％
）
の
順
と
な
る
が
、
全
体
的
に
み
れ
ば
東
日
本
の
ウ
エ

イ
ト
が
異
議

・
訴
願
よ
り
さ
ら
に
増
し
半
ば
近
く
を
占
め
た

（四

工↑

〇
％
）。
他
方
、
各
地
区

の

［密
度
］
（相
対
的
集
中
度
）
を
比

較
す
る
と
、
近
畿

［二
五
八

・
一二

四
国

［二
五
〇

・
〇
］
中
国

［
一
七
〇

・
八
］
の
順
と
な
り
、
社
会
問
題
と
し
て
の
重
み
と
い
う

視
点
か
ら
み
れ
ば
、
依
然
と
し
て
西
日
本
諸
地
域
に
と
っ
て
大
き
な

問
題
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。

訴
訟
内
容
の
地
域
的
特
質
　
訴
訟
内
容
上
の
地
域
的
特
質
を

一
言
で

い
え
ば
、
異
議

・
訴
願
に
比
べ
て
は
る
か
に
明
瞭
な

「地
域
と
課
題

の
対
応
関
係
」
が
み
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
言
い
か
え
れ
ば
、
各
々

の
地
域
に
と

っ
て
最
も
切
実
な
問
題
が
訴
訟
に
ま
で
至
る
強
力
な
抵

抗
運
動
と
な
っ
た
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
を
端
的
に
示
す
の
が
、
「東

北

。
関
東
に
お
け
る
違
憲
訴
訟
の
集
中
的
発
生
」
で
あ
る
が
、
そ
の

他
に
も
、
「買
収
対
価
と
認
定
買
収
を
め
ぐ
る
近
畿
」
「買
収

。
売
渡

を
め
ぐ
る
四
国

ｏ
近
畿
」
「小
作
地
引
上
げ
を
め
ぐ
る
四
国

。
中

国
」
、
「牧
野
を
め
ぐ
る
東
北

・
北
海
道

・
四
国
」
な
ど
と
な
ろ
う
。

こ
れ
を
東
西
の
比
較
に
置
き
か
え
れ
ば
、
「東
日
本
に
お
け
る
違
憲

訴
訟
と
牧
野
関
係
訴
訟
」
、
「西
日
本
に
お
け
る
農
地
買
収

。
認
定
買

収
関
係
訴
訟
お
よ
び
小
作
関
係
訴
訟
」
と
集
約
で
き
る
。
な
お
、
農

地
改
革
が
憲
法
違
反
か
ど
う
か
と
い
う
抽
象
的
な
判
断
を
問
う
違
憲

訴
訟
を
地
域
問
題
と
対
応
さ
せ
る
の
は
奇
妙
か
も
し
れ
な
い
が
、
地

主
制
が
最
も
発
達
し
か
つ
保
全
さ
れ
て
き
た
東
北
地
域
と
、
そ
れ
に

準
じ
た
条
件
を
も
ち
か
つ
政
治
の
中
心
に
近
か
っ
た
関
東
地
域
に
ふ

さ
わ
し
い
、
要
す
る
に
地
主
利
害
の
客
観
的

。
政
治
的
大
き
さ
に
対

応
し
た
訴
訟
課
題
で
あ

っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。

第
四
章
　
都
市
化
を
め
ぐ
る
紛
争
と
違
憲
訴
訟
問
題

西
日
本
の
代
表
的
訴
訟
と
し
て
大
阪
市
宅
地
確
保
連
盟
と
同
農
地

確
保
同
盟
の
対
抗
を
、
東
日
本
の
代
表
的
訴
訟
と
し
て
違
憲
訴
訟
を

と
り
あ
げ
、
そ
の
概
要
を
み
て
お
き
た
い
。
こ
れ
ら
は
い
わ
ば
農
地

改
革
外
在
的
な
問
題
で
あ
る
と
も
い
え
る
が
、
む
し
ろ
そ
れ
ゆ
え
に

′37



農
地
改
革
の
意
義
を
真
正
面
か
ら
間
う
こ
と
に
も
な
っ
た
大
問
題
で

あ

っ
た
。

大
阪
府
に
お
け
る
都
市
化
を
め
ぐ
る
紛
争
　
大
阪
府
で
は

「殆
ん
ど
大

阪
市
の
経
済
圏
内
に
あ

っ
て
…
地
主
の
土
地
温
存
策
は
強
烈
な
も
の

が
あ

っ
た
」。
こ
こ
で
は
、
地
主
層
の
抵
抗
運
動
は
ほ
ぼ
農
地
転
用

の
権
利
を
確
保
す
る
こ
と
に
集
中
し
、
い
ち
早
く
結
集
を
進
め

（四

六
年

一
一
月
、
大
阪
府
地
主
協
会
設
立
、
四
七
年
二
月
大
阪
農
地
協
会
と

改
称
。
四
七
年
五
月
大
阪
市
宅
地
確
保
連
盟
結
成
）、
全
国
稀
に
み
る
規

模
の
異
議

・
訴
願

・
訴
訟

（五
〇
年
末
の
訴
訟
件
数
四
九
〇
）
と
数
多

の
運
動
を
組
織
し
た
。
対
す
る
農
民
側
も
、
四
七
年
七
月
に
大
阪
市

農
地
解
放
促
進
農
民
大
会
の
開
催
と
大
阪
市
農
地
確
保
同
盟

（全
農

系
）
の
結
成
な
ど
を
通
じ
て
対
抗
し
た
。
双
方
の
主
張
を
端
的
に
示

せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
る
。
沢
戦
後
の
人
口
急
増
に
対
応
し
て
…
野
田
）

住
宅
地
化
を
促
進
す
る
こ
と
は
都
市
計
画
上
絶
対
に
必
要
」
「
現
状

の
侭
耕
作
を
継
続
す
る
の
と
自
作
農
を
創
設
す
る
の
と
…
食
糧
増
産

上
如
何
程
の
相
違
が
あ
る
か
疑
わ
し
い
」
「区
画
整
理
地
区
内
は
巳

に
宅
地
造
成
を
目
的
と
し
て
、
す
べ
て
の
工
事
を
施
工
し
あ
る
為
…

相
当
高
額
と
な
り
不
合
理
」
な
ど

（以
上
地
主
側
）。
「土
地
解
放
が

具
体
的
に
な
る
や
急
に
都
市
計
画
を
立
て
た
所
が
甚
だ
多
い
／
都
市

計
画
が
現
実
的
で
な
い
」
「農
地
解
放
と
都
市
計
画
は
両
立
す
る
／

農
地
解
放
は

（農
地
に
対
す
る
権
利
を
単
純
化
す
る
の
で
…
野
田
）
都

市
計
画
上
却

っ
て
便
利
」
「除
外
地
を
認
め
る

（と
…
野
田
）
…
土

地
取
上
の
激
化
…
土
地
売
逃
の
激
化

（を
起
こ
す
…
野
田
ご

（以
上

小
作
側
）。

こ
れ
ら
の
対
立
を
反
映
し
て
府
農
地
委
員
会
内
部
で
も
激
論
が
続

い
た
が
、
「宅
地
の
間
に
散
在
す
る
農
地
」
は
買
収
か
ら
除
外
し

「団
地
状
態
に
あ
る
農
地
」
で
は
買
収
を
行
な
う
、
な
ど
対
象
農
地

の
種
別
化
を
行
な
い
、
前
者
に
つ
い
て
は
農
林
大
臣
に
買
収
除
外
を

要
請
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
認
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら
な
か
っ

た
た
め
訴
訟
に
訴
え
た
が
、
五
三
年
ま
で
に
す
べ
て
棄
却
さ
れ
収
束

に
む
か
っ
た
。

違
憲
訴
訟
の
経
緯
と
結
末
　
先
述
の
宇
都
宮
訴
訟
は
、
栃
木

。
小
山

両
市
の
地
主
を
主
な
構
成
員
と
す
る
地
主
組
合

（西
伯
会
）
の
メ
ン

バ
ー
数
名
を
原
告
と
し
、
国
、
そ
の
代
表
者
と
し
て
農
林

・
司
法

・

大
蔵
の
三
大
臣
、
及
び
栃
木
県
知
事
、
関
係
町
村
農
地
委
員
会
長
の

五
名
を
被
告
と
す
る
違
憲
訴
訟
で
あ
り
、
コ
」
の
訴
訟
に
お
い
て
初

め
て
、
実
体
的
に
憲
法
第
二
九
条
の
解
釈
に
入
っ
て
、
農
地
買
収
の

『公
共
性
』
と

『正
当
な
補
償
』
問
題
が
論
議
さ
れ
た
」
。
さ
ら
に
同

年

一
二
月
に
提
起
さ
れ
た
山
形
訴
訟
で
は
、
県
知
事
を
被
告
と
し
、

原
告
の
訴
訟
代
理
人
と
し
て
同
市
護
憲
法
曹
団
の
弁
護
士
四
名
と
岩
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田
宙
造
元
法
相

・
神
谷
貞
雄
元
大
審
院
判
事
ら
が
ず
ら
り
と
並
び

コ
法
曹
界
の
権
威
者
』
が
漸
く
に
し
て
そ
の
姿
を
あ
ら
わ
し
、
実
際

の
訴
訟
指
導
者
と
し
て
登
場
し
て
き
た
こ
と
は
」
そ
れ
ま
で
の
訴
訟

と
は
異
な
る
大
き
な
特
色
で
あ

っ
た
。
し
か
し
山
形
地
裁
は
、
「適

格
な
き
山
形
県
知
事
を
被
告
と
し
て
訴

へ
た
も
の
」
と
し
て
却
下

し
、
審
議
に
至
ら
な
か
っ
た
の
で
、
原
告
側
は
そ
の
後
幾
多
の
曲
折

を
経
て
五
〇
年

一
〇
月
に
最
高
裁
に
上
告
し
た
。
「上
告
審

（最
高

裁
昭
二
五

（オ
）
第
九
八
号
）
は
昭
和
二
十
八
年
十
二
月
二
十
三
日
、

こ
れ
を
棄
却
と
判
決
し
、
こ
こ
に
違
憲
訴
訟
は

一
応
終
止
符
を
う
つ

に
い
た
っ
た
の
で
あ
る
」。

そ
れ
ま
で
に
出
さ
れ
た
多
数
の
判
決
は
、
い
ず
れ
も

「農
地
改
革

の
違
憲
性
」
を
否
定
す
る
も
の
で
は
あ

っ
た
が
、
そ
の
論
拠
に
は
、

「憲
法
以
前
論
」
「超
憲
法
論
」
バ
ロ
憲
論
」
な
ど
と
表
現
さ
れ
る
大

き
な
相
違
が
あ

っ
た
。
そ
し
て
こ
れ
ら
は
、
先
の
最
高
裁
判
決
に
お

け
る
合
憲
判
断
に
集
約
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
最
高
裁
判
決
の
論
拠
の

柱
を
示
せ
ば
次
の
よ
う
で
あ
っ
た
。
①
連
合
軍
指
令
な
く
し
て
は
農

地
改
革
の

「急
速
な
実
現
」
は
困
難
で
あ

っ
た
ろ
う
が
、
「
わ
が
国

策
の
軌
道
の
上
に
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
は
な
か
っ
た
」
（憲

法
以
前
論

・
超
憲
法
論
の
否
定
）。
②
小
作
農
の
土
地
取
得
を

「公
共

性
」
と
よ
べ
る
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
て
い
る
が

「収
用
全
体
の
目
的

が
公
共
の
た
め
で
あ
れ
ば
よ
い
」
（農
地
買
収
公
共
性
の
確
認
）。
③

価
格
算
定
方
法
を
自
作
収
益
価
格
に
よ
っ
た
こ
と
は

「法
の
目
的
か

ら
い
っ
て
当
然
」
で
あ
り
、
さ
ら
に

「地
主
収
益
に
基
き
算
出
さ
れ

た
報
奨
金
を
交
付
さ
れ
る
か
ら
、
補
償
が
不
当
で
あ
る
と
い
う
理
由

は
認
め
ら
れ
な
い
」
（買
収
対
価
正
当
性
の
確
認
）。
④

「国
策

の
線

に
そ
」
い

「諸
種
の
規
制
を
受
け
」
た
も
の
こ
そ
が

「憲
法
二
九
条

二
項
に
い
う
公
共
の
福
祉
に
適
合
す
る
よ
う
に
法
律
で
定
め
ら
れ
た

農
地
所
有
権
の
内
容
」
。
ま
た
そ
の
後
の
米
価
の
改
訂
は
、
「主
と
し

て
生
産
費
の
上
昇
に
対
応
し
た
措
置
で
あ
り
、
生
産
に
関
係
の
な
い

地
主
に
対
し
農
地
価
格
を
改
訂
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
で
は
な

い
」
（対
価
据
置
正
当
性
の
確
認
）。

お

わ

り

に

―
―
異
議
・訴
願
・訴
訟
に
み
る
土
地
問
題
の
歴
史
的
性
格
―
―

異
議

。
訴
願
・
訴
訟
の
地
域
類
型
　
以
上
の
分
析
を
、
異
議

・
訴
願

。

訴
訟
に
お
け
る
地
域
類
型
を
検
出
す
る
こ
と
を
通
じ
て
総
括
し
て
お

き
た
い
。

第

一
の
類
型
は
、
異
議
で
圧
倒
的
比
重
を
占
め
な
が
ら
訴
願

・
訴

訟
ウ

エ
イ
ト
は
小
さ
な
、
「異
議
集
中
地
域
」
と
も
い
う

べ
き
中

国

。
九
州

（異
議
集
中
度
二
九

・
七
％
、
密
度

［二
一
九
。
一二
）
で
あ
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る
。
と
く
に
中
国
に
お
け
る
人
口
流
動
性
の
高
さ
お
よ
び
地
主
制
と

農
家
経
営
双
方
の
零
細
性

・
脆
弱
性

・
不
安
定
性
が
、
本
地
域
に
無

数
の
小
作
地
引
上
と
異
議
申
立
を
発
生
さ
せ
た
背
景
で
あ
る
が
、

個
々
の
地
主
の
抵
抗
力
は
弱
い
た
め
、
多
く
は
市
町
村
農
地
委
員
会

の
裁
定
に
服
し
訴
願

（さ
ら
に
は
訴
訟
）
に
ま
で
持
ち
込
む
ケ
ー
ス

は
少
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
異
議
申
立
の
地
主
類
型
は
、
中
国
が
在

村
耕
作
地
主

。
九
州
が
不
在
地
主
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
は
両
者
の
脆

弱
性

・
不
安
定
性
の
内
実
の
差

（農
業
内
的
脆
弱
性
と
農
業
外
的
流
動

性
）
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
で
き
よ
う
。
第
二
の
類
型
は
、
異
議

は
少
な
か
っ
た
が
訴
願

・
訴
訟

へ
と
順
次
比
重
を
あ
げ
た
、
い
わ
ば

「訴
訟
化
地
帯
」
と
し
て
東
北

・
関
東

・
四
国

（訴
訟
集
中
度
四
三

・

五
％
、
密
度

［
一
一
〇

・
七
∪

が
指
摘
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
地
域
で

は
、
初
発
の
抵
抗
形
態
で
あ
る
異
議
申
立
は
多
く
な
か
っ
た
も
の

の
、
「遡
及
買
収
反
対
」
「保
有
小
作
地
の
選
定
」
「売
渡

へ
の
不
満
」

な
ど
地
主
的
土
地
所
有
の
権
限
を
強
く
主
張
し
た
も
の
が
中
心
で

あ

っ
た
た
め
抵
抗
力
は
強
く
、
訴
願
ウ
エ
イ
ト
を
大
き
く
高
め
、
さ

ら
に
は
訴
訟
の
中
心
地
帯
に
な
っ
た
。
こ
の
点
で
近
畿
と
類
似
し
て

い
る
が
、
近
畿
の
そ
れ
が
都
市
化

（転
用
圧
力
）
を
背
景
に
し
た
も

の
で
あ
る
の
に
対
し
地
主
的
土
地
所
有
権
の
直
裁
な
主
張
で
あ
り
、

明
瞭
な
差
異
が
あ
る
。
い
わ
ば
第

一
の
類
型
の
対
極
に
位
置
す
る
も

表 4 異議 。訴願 。訴訟の件数分布と[密度 ]

注)表 1・ 3よ り作成。
なお、異議は買収計画に関するもののみ、訴願は売渡計画も含む全体、訴訟は

既墾地関係のみという統計数値の違いがあるため、厳密な比較はできない。

単位三分布のみ%
異 議 訴 願 訴 訟

北海道  17.0 08[47] t7.61 28[16.5]

東 Jヒ  172 89[517] 820] r8.o Ir04.7]
関 東  181 104[575] 751] 155[85.6]

Jヒ  腱を   9 0 7.2 [ 80. o] 5.7 7e.21 5.e [ 65.6]

東 山  53 6.6 [t24.s] 943] 38[71.7]

(66 6) (339)[509] 62.2) (46.0)[ 6s. t]
東 海  52 ^ 

F T'^F 
^lo.3 Lrzc.ul 942] 50[96.2]

近 畿  60 144[2400] 3s8 .31 155[2583]

中 国  6.5 r8.6 [286.2] 277] 111[170.8]

四 国  40 375] 700] t0.0 [250.0]
九  り11 11.6 2r. | [r8r.9] 16 9 12.4 [106.9]

(334) (66. t)[te7.e] (58.6) (c.+) (540)[161_7]
全 国 (1000) 000] (1000) 000] (1000)[100.0]
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順

位

異議申立

件数

訴願 (買収 )

決済件数

訴訟 (既墾

地)件数
順

位

異議申立

件数

訴願 (買収)

決済件数

訴訟 (既墾

地)件数
1 広 島
(8.4)

大 阪
(153)

大 阪
(9.1)

栃 木

(07)

石 川
(0.7)

石 川
(0.7)

2 佐 賀
(51)

福 島

(4.8)

高 知
(6.3)

香 川
(0.6)

滋 賀
(06)

福 井
(0.5)

3 兵 庫
(5.1)

岩 手
(42)

岩 手
(61)※

青 森
(06)

島 根
(0.6)

奈 良
(0.5)

4 育貴  フト

(4 8)

長 崎

(4.2)

新 潟
(4.3)

石 川
(06)

徳 島
(0.5)

富 山
(04)

5 山 口
(46)

鹿児島

(41)
栃 木
(43)※

高 知
(04)

鳥 取
(0.5)

香 ′‖
(0.3)

6 福 島
(4 5)

福 岡
(3.9)

鹿児島

(3.8)

秋 田
(03)

宮 崎
(0.5)

岐 阜

(03)

7 新 潟

(3.8)

山 口
(3.7)

広 島
(37)

千 葉
(03)

奈 良
(02)

宮 崎
(0.2)

表 5 都道府県別の件数分布比較
(イ )上位7           単位=% (口 )下位7 単位=%

注)前掲『農地改革資料集成』第11巻744頁「22 買収計画に対する地主の異議申立件数」745頁「23
訴願裁決 (昭和24年末までの累計)」 752～ 3頁「26-(2)訴訟種類別件数 (既墾地関係第一審)」
より作成。※は意見訴訟を含む県。

表 6 都道府県別の件数 [密度]比較
(イ )上位7           単位=% (口 )下位7           単位=%
順

位

異議(買収) 訴  願 訴訟

(既墾地)

順

位

異議(買収) 訴  願 訴訟

(既墾地)

l 広 島
[6942]

大 阪
[1,3661]

大 阪
[8125]

山 形
[349]

秋 田
[394]

山 形
[41.3]※

2 佐 賀
[4636]

長 崎

[ 4242]
高 知
[807.7]

栃 木
[256]

宮 崎
[38.5]

埼 玉
[332]※

3 山 口
[4035]

山 口
[ 3246]

岩 手

[3526]※

青 森
[22.6]

富 山
[385]

香 ′‖
[25.4]

4 京 都
[341.8]

高 知
[ 3205]

広 島
[281.0]

茨 城
[196]

奈 良
[35.1]

富 山
[192]

5 東 京

[3200]

東 京
[ 2533]

長 崎

[2626]

秋 田

[ 9.1]

山 形
[317]

岐 阜

[18.3]

6 大 分
[273_4]

岩 手

[ 242.8]

山 口
[254_4]

千 葉
[ 85]

埼 玉

[29.9]

宮 崎
[154]

7 兵 庫
[2602]

鹿児島

[ 2124]
東 京
[2400]

北海道

[ 4.5]

北海道

[169]
北海道

[152]

注)表 5に 同じ。



の
で
あ
り
、
違
憲
訴
訟
は
そ
の
極
点
で
あ

っ
た
と
い
え
よ
う
。
第
二

の
類
型
は
、
何
よ
り
も
訴
願
の
集
中
度
の
高
さ
が
注
目
さ
れ
る
、
い

わ
ば

「訴
願
激
化
地
帯
」
と
し
て
の
近
畿

（訴
願
集
中
度
二

一
・

五
％
、
密
度

［一一一五
八
二
邑
）
で
あ
る
。
そ
の
内
実
は

「買
収
対
価

問
題
」
「農
地
で
は
な
い
」
な
ど
を
中
心
と
す
る
、
都
市
化

（転
用

地
価
）
の
圧
力
を
背
景
に
し
た
強
力
な
抵
抗
運
動
で
あ
り
、
と
く
に

訴
願
に
お
け
る
近
畿
の
比
重
を
大
幅
に
上
昇
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ

の
多
く
は
訴
訟
に
も
持
ち
込
ま
れ
強
力
な
抵
抗
運
動
が
組
織
さ
れ

た
。
す
な
わ
ち
、
近
畿
＝
都
市
圧
を
背
景
に
し
た
訴
願
の
多
発

（か

ら
訴
訟
へ
）
と
い
う
類
型
で
あ
る
。
異
議
に
お
い
て
判
明
し
た
近
畿

の
申
立
地
主
類
型
は
在
村
不
耕
作
地
主
型
で
あ
る
が
、
不
耕
作
性
が

都
市
的
性
格
の
強
さ
を
、
在
村
性
が
組
織
化
の
容
易
さ
と
持
続
性
の

強
さ
を
表
現
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

た
だ
し
本
稿
で
は
、
便
宜
上
農
区
別
に
考
察
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ

た
た
め
に
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル
の
持
つ
バ
ラ
エ
テ
ィ
を
薄
め
、
分
析

を
平
板
な
も
の
に
し
て
し
ま
っ
て
い
る
。
本
格
的
な
検
討
は
で
き
な

い
が
、
表
５

ｏ
表
６
か
ら
読
み
と
れ
る
範
囲
で
、
都
道
府
県
別
の
考

察
を
加
え
て
お
き
た
い
。
同
表
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
都
道
府
県
間

の
差
は
農
区
間
の
差
よ
り
は
る
か
に
大
き
い
し
、
し
ば
し
ば
農
区
レ

ベ
ル
の
傾
向
と
は
異
な

っ
た
動
き
す
ら
示
す
。
た
と
え
ば
件
数
分
布

に
お
い
て
、
近
畿
は
何
よ
り
も
訴
願
の
多
さ
で
特
徴
づ
け
ら
れ
る

が
、
そ
れ
は
専
ら
大
阪

（の
転
用
問
題
）
に
よ
っ
て
集
中
的
に
体
現

さ
れ
て
い
た
の
で
あ
り
、
同
じ
近
畿
で
も
奈
良

・
滋
賀
は
最
低
ラ
ン

ク
に
位
置
し
て
い
た
。
［密
度
］
で
み
る
と
ば
ら
つ
き
は
さ
ら
に
大

き
い
。
唯

一
東
京
の
み
が
異
議

・
訴
願

・
訴
訟
の
す
べ
て
に
お
い
て

上
位
七
位
に
入

っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
さ
れ
る
し
、
訴
願
に
お
け
る

大
阪
、
訴
訟
に
お
け
る
大
阪

。
高
知
の
相
対
比
重
は
ま
さ
に
際
立

っ

て
い
た
こ
と
、
逆
に
北
海
道
は
す
べ
て
に
お
い
て
極
端
に
軽
微
だ
っ

た
こ
と
も
判
明
す
る
。
全
国
の
具
体
像
を
正
確
に
把
握
す
る
作
業

は
、
今
後
都
道
府
県
レ
ベ
ル
で
の
統
計
処
理
と
地
域
実
証
分
析
を
通

じ
て
果
た
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

土
地
問
題
の
歴
史
的
性
格
　
周
知
の
よ
う
に
、
農
地
改
革
は
戦
前
期

（寄
生
地
主
制
）
の
総
決
算
で
あ
る
と
と
も
に
戦
後

（自
作
農
体
制
と

農
地
転
用
）
の
出
発
点
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
歴
史
的
分
岐
点
の
あ

り
よ
う
を
何
よ
り
も
よ
く
示
し
た
の
が
、
違
憲
訴
訟
と
都
市
化
を
め

ぐ
る
紛
争
で
あ

っ
た
。

違
憲
訴
訟
の
論
点
の

一
つ
は
、
（否
定
さ
れ
た
）
旧
憲
法
の
下
で
立

案
さ
れ
た
農
地
改
革
が
新
憲
法
下

（に
お
け
る
私
的
所
有
権
擁
護
規

定
）
に
お
い
て
も
有
効
か
否
か
で
あ

っ
た
。
か
か
る
違
憲
訴
訟
に
直

面
し
た
司
法
当
局
は
、　
一
貫
し
て
農
地
改
革
の
有
効
性
を
主
張
し
は
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し
た
が
、
先
述
の
よ
う
に
そ
の
論
拠
は
大
き
く
ぶ
れ
た
。
最
終
的
に

合
憲
判
決
が
確
定
す
る
の
は
五
三
年
に
な

っ
て
か
ら
の
こ
と
で
あ

っ

た
。
こ
こ
で
は
、
合
憲
の

一
つ
の
根
拠
と
し
て
の

「農
地
改
革
の
公

共
性
」
（先
述
②
）
に
つ
い
て
の
み
付
言
し
て
お
き
た
い
。
実
は
、

五
三
年
最
高
裁
判
決
は

「農
地
改
革
の
公
共
性
」
を
自
明
の
も
の
と

し
て
立
論
さ
れ
て
お
り
、
む
し
ろ
そ
れ
に
対
す
る
直
接
の
言
及
は
そ

れ
以
前
の
地
裁
レ
ベ
ル
の
判
決
で
な
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
主
な

も
の
を
示
し
た
い
。
（宇
都
宮
地
裁
四
八
・
一
判
決
）
「小
作
農
の
自

作
農
化
は
、
特
定
の
耕
作
者
の
利
益
を
図
る
も
の
で
は
な
く
、
新
憲

法
の
要
請
に
応
じ
、
耕
作
者
の
地
位
に
法
的
経
済
的
安
定
を
与
え
、

も

っ
て
農
業
生
産
力
の
発
展
と
農
村
の
民
主
的
傾
向
の
促
進
を
企
図

す
る
も
の
で
あ

っ
て
、
そ
れ
が
最
も
急
務
と
さ
れ
る
食
糧
の
増
産
確

保
に
寄
与
す
る
こ
と
は
勿
論
そ
の
こ
と
自
体
に
お
い
て
公
共
の
福
祉

で
あ
る
」
。
（広
島
地
裁
四
八
・
五
判
決
）
「急
速
か
つ
広
汎
に
自
作
農

を
創
設
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
『耕
作
者
の
地
位
を
安
定
し
、
そ
の

労
働
の
成
果
を
公
平
に
享
受
さ
せ
』
、
さ
ら
に
こ
の
こ
と
に
よ

っ
て

農
業
生
産
力
の
発
展
と

『農
村
に
お
け
る
民
主
的
傾
向
の
促
進
と
を

実
現
す
る
も
の
で
あ
り
』
、
農
地
の
買
収
は
憲
法
二
九
条
三
項
に
い

う

『公
共
の
福
祉
の
た
め
』
で
あ
る
」
。
（水
戸
地
裁
四
九

。
一
判
決
）

「農
地
買
収
は
、
封
建
的
制
度
下
に
あ

っ
た
多
数
農
民
に
法
律
に
基

づ
い
て
農
地
を
与
え
、
そ
の
成
果
を
得
さ
せ
、
以

っ
て
過
去
の
封
建

的
農
村
を
改
め
て
、
民
主
的
農
村
秩
序
を
形
成
す
る
と
い
う
社
会
施

策
の
達
成
に
あ
る
も
の
で
、
所
謂
公
共
の
福
祉
に
合
致
す
る
」
。
以

上
要
す
る
に
、
想
定
さ
れ
た

「公
共
性
」
と
は
、
「農
業
生
産
力
発

展

（食
糧
問
題
へ
の
貢
献
ご

と

「民
主
的
農
村
の
建
設
」
で
あ
り
、

農
地
改
革
は
か
か
る
も
の
と
し
て
そ
の
適
法
性
が
確
認
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

大
阪
府
に
お
い
て
典
型
的
に
現
象
し
た
農
地
の
都
市
的
利
用
と
の

対
抗

・
調
整
こ
そ
、
そ
の
後
の
い
わ
ゆ
る
高
度
経
済
成
長
の
下
で
、

最
大
の
農
地
問
題
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
転
用
に
か
ら
む
利
害
は

大
き
く
明
瞭
で
あ
る
た
め
に
、
地
主
も
小
作
も
強
力
な
組
織
を
つ
く

り
、
ま
さ
に
総
力
を
あ
げ
て
激
突
し
た
。
か
か
る
深
刻
な
対
立
に
直

面
し
た
府
農
地
委
員
会
は
、
や
む
を
え
ず
折
哀
的
な
判
断
を
示
し
た

が
、
そ
れ
は

一
方
で
は
農
林
大
臣
の
許
容
す
る
と
こ
ろ
と
は
な
ら

ず
、
他
方
で
は
地
主

・
小
作
双
方
の
対
立
を
緩
和
す
る
機
能
を
果
た

す
こ
と
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。
ゆ
え
に
訴
訟
に
持
ち
込
ま
れ
、
司
法

の
場
で
の
決
着
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
現
在
の
圃
場
整
備

実
施
が
、
（条
件
の
あ
る
と
こ
ろ
で
は
）
転
用
期
待
を
含
む
も
の
で
あ

る
こ
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
大
阪
近
郊
農
村
に
お
い
て

は
、
か
か
る
両
義
性
が
三
〇
年
代
の
耕
地
整
理
に
お
い
て
す
で
に
手
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ま
れ
て
い
た
の
で
あ

っ
た
。
こ
の
よ
う
な
事
実
経
過
と
問
題
現
出
の

あ
り
よ
う
に
は
、
総
合
的
な
国
土
利
用
計
画
と
土
地
利
用
指
針
を
欠

い
て
い
た
こ
と
の
問
題
性
が
端
的
に
表
現
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う

な
な
か
で
、
農
地
改
革
を
合
憲
と
し
た
二
つ
の
公
共
性
の
内
実
は
、

急
速
に
崩
壊
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

（１
）

ち
な
み
に
四
六
年
度
の

「土
地
取
上
要
求
争
議
事
件
」
は
二

八
、
一
八
七
件

（農
地
改
革
資
料
集
編
纂
委
員
会
編

『農
地
改
革

資
料
集
成
』
第

一
一
巻
、
御
茶
の
水
書
房
、　
一
九
八
〇
年
、
九
四

五
頁
）
だ
が
、
同
年
の
小
作
調
停
受
理
件
数
は
土
地
取
り
上
げ
以

外
を
も
含
む
全
体
で
も
七
、
○
〇
四
件
に
す
ぎ
ず

（同
、
九
五
八

頁
。
三

七
、
終
戦
後
の
調
停
事
件
の
概
要
し
、
前
者
の
四
分
の

一
に
満
た
な
い
。
し
か
も
前
者
が

「争
議
事
件
」
と
し
て
把
握
で

き
た
も
の
に
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
実
際
に
は
さ
ら
に
多

く
の
小
作
地
引
上
げ
が
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
当
該
期
の
小
作

地
引
上
げ
の
基
本
的
性
格
を
、
脱
法
的

。
暴
力
的
な
も
の
と
把
握

し
た
の
は
、
以
上
の
よ
う
な
事
実
に
基
づ
い
て
い
る
。

ま
た
、
「昭
和
二

一
年
頃
ま
で
は
小
作
人
申
立
が
地
主
の
そ
れ

よ
り
多
い
傾
向
に
あ
っ
た
…
が
昭
和
三
二
年
の
上
半
期
で
は
両
者

の
申
立
が
殆
ん
ど
同
数
と
な
り
、
昭
和
三
二
年
の
上
半
期
に
お
い

て
は
地
主
約
六
三
％
、
小
作
人
約
二
六
％
と
全
く
逆
転
し
て
い

る
」
（同
九
五
九
頁
）
と
の
記
述
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
農
地
改
革

が
実
施
過
程
に
入
り
当
該
問
題
が
農
地
委
員
会
に
お
い
て
、
基
本

的
に
は
農
地
改
革
の
精
神
に
則
っ
て
処
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た

段
階
で
、
地
主
層
は
小
作
調
停
法
に
望
み
を
か
け
た
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
こ
こ
に
お
い
て
、
小
作
調
停
法
の

「反
動
的
」
性
格

が
際
立
つ
に
至

っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
「戦
後
改
革
期
の
日
本
が
直
面
し
た
最
大
の
土
地
問
題
」

と
記
し
た
が
、
こ
れ
ほ
ど
の
土
地
取
り
上
げ
が
集
中
的
に
発
生
し

た
こ
と
は
少
な
く
と
も
近
現
代
に
は
な
い
。
「日
本
近
現
代
に
お

け
る
空
前
絶
後
の
土
地
取
り
上
げ
多
発
事
件
」
と
言
っ
た
ほ
う
が

よ
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

（２
）

野
田
公
夫

「小
作
地
引
上
げ
の
地
域

・
階
層

・
事
由
分
析
―
―

農
地
改
革
期
土
地
問
題
の
一
側
面
―
―
」
京
都
大
学
農
学
研
究
科

生
物
資
源
経
済
学
専
攻

『生
物
資
源
経
済
研
究
』
第

一
二
号

（○

七
年
二
月
刊
行
予
定
）。
な
お
、
小
作
調
停
法
が
ほ
と
ん
ど

チ
ェ
ッ
ク
機
能
を
喪
失
し
て
い
た
四
七
年
初
頭
ま
で
と
、
第
二
次

農
地
改
革
の
開
始
に
伴
い
農
地
委
員
会
で
処
理
す
る
こ
と
が
強
く

要
請
さ
れ
た

（建
前
上
は
一
〇
〇
％
）
農
地
改
革
期
と
は
大
き
く

状
況
が
異
な
る
が
、
前
者
は
資
料
上
包
括
的
な
分
析
が
困
難
で
あ

り
、
本
論
文
の
考
察
対
象
は
ほ
ぼ
農
地
改
革
期
に
限
定
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
関
連
論
文
と
し
て
野
田
公
夫

「農
地
改
革
の
史
的
前

提
―
―
戦
時
農
地
政
策
の
帰
結
―
―
」
同

『生
物
資
源
経
済
研

究
』
第

一
一
号

（〇
六
年
二
月
）
も
あ
わ
せ
参
照
い
た
だ
き
た

い
。

（３
）

依
拠
す
る
資
料
は
、
主
に

『農
地
改
革
資
料
集
成
』
第

一
一
巻

（農
地
改
革
実
績
編
）
・
八
〇
年

・
御
茶
の
水
書
房
刊
で
あ
る
。
同

資
料
集

・
全

一
六
巻
が
刊
行
さ
れ
て
す
で
に
二
〇
年
近
く
が
経
過
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す
る
が
、
そ
の
本
格
的
な
分
析
に
は
未
だ
手
が
つ
け
ら
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
異
議

。
訴
願

・
訴
訟
に
つ
い
て
も
、
通
説
を
な

ぞ
る
か
事
例
分
析
に
終
始
し
て
お
り
包
括
的
な
研
究
は
な
い
。
本

稿
は
、
本
資
料
集
分
析
の
一
環
で
あ
り
、
当
該
研
究
に
お
け
る
欠

落
を
埋
め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

（４
）

都
道
府
県

（そ
し
て
各
農
区
）
の
大
小
格
差
は
大
き
い
た
め
、

絶
対
数
だ
け
で
は
そ
の
地
域
に
お
け
る
問
題
の
意
味
は
わ
か
ら
な

い

（三
倍
の
規
模
を
も
つ
地
域
な
ら
、
絶
対
数
が
三
倍
に
な
っ
て

も
当
然
で
あ
ろ
う
）
。
［密
度
］
は
都
道
府
県
間
の
大
小
差
を
是
正

し
て
、
諸
実
績
を
比
較
す
る
た
め
に
考
案
し
た
も
の
で
あ
る
。
計

算
方
法
は
表
１
の
注
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
本
稿
に
お
け
る
地
域
区
分
は
、
前
掲

『資
料
集
成
』
の
農

区
区
分
法
に
し
た
が
っ
た
。
北
海
道
を
除
く
九
農
区
の
都
府
県
区

分
は
以
下
の
と
お
り
。
東
北
＝
青
森

・
岩
手

。
宮
城

・
秋
田

・
山

形

・
福
島
。
関
東
＝
茨
城

。
栃
木

・
群
馬

・
埼
玉

・
千
葉

。
東

京

・
神
奈
川
。
北
陸
＝
新
潟

・
富
山

・
石
川

・
福
井
。
東
山
＝
山

梨

。
長
野

・
岐
阜
。
東
海
＝
静
岡

・
愛
知

二
二
重
。
近
畿
＝
滋

賀

。
京
都

。
大
阪

・
兵
庫

・
奈
良

・
和
歌
山
。
中
国
＝
鳥
取

・
島

根

・
岡
山

・
広
島

・
山

口
。
四
国
＝
徳
島

・
香
川

・
愛
媛

上
局

知
。
九
州
＝
福
岡

・
佐
賀

。
長
崎

・
熊
本

。
大
分

・
宮
崎

。
鹿
児

島
。

（５
）

な
お
前
掲

『資
料
集
成
』
第
九
巻
に
は
、
買
収
関
係
六
六

（石

川

一
八
、
大
阪
七
、
山
形

・
富
山
各
六
、
新
潟

・
福
岡
各
四
、
岩

手
二
、
北
海
道

・
秋
田

・
福
井

。
愛
媛
各
二
、
宮
城

・
山
梨

。
三

重

・
滋
賀

。
岡
山

・
広
島

・
徳
島

・
佐
賀

・
宮
崎

。
鹿
児
島
各

一
）
売
渡
関
係

一
四

（石
川
六
、
富
山
四
、
山
梨

・
兵
庫

・
広

島

・
佐
賀
各

一
）
の
訴
願
決
済
事
例
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（６
）

同
三
四
六
頁
。

（７
）

同
三
四
六
～
七
頁
。

（８
）

同
三
四
七
～
四
四
〇
頁
。
な
お
興
味
深
い
の
は
、
戦
前
に
実
施

さ
れ
た
耕
地
整
理
が
純
粋
に
農
業
生
産
力
増
進
を
目
的
に
し
た
も

の
か
都
市
化
へ
の
期
待
を
込
め
た
も
の
か
が
問
題
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「都
市
計
画
法
の
施
行
以
前
に
於
て
宅

地
造
成
を
目
的
と
し
て
事
業
を
実
施
し
た
い
が
、
都
市
計
画
法
基

く
土
地
区
劃
整
理
を
施
行
で
き
な
い
た
め
、
耕
地
整
理
法
に
基
く

耕
地
整
理
で
土
地
の
農
業
上
の
利
用
増
進
を
名
目
に
宅
地
造
成
を

実
施
し
て
い
る
も
の
が
あ
り
、
こ
れ
ら
の
工
事
完
了
後
相
当
年
月

を
経
過
し
た
古
い
事
業
が
多
く
、
区
劃
整
理
組
合
に
よ
る
も
の
よ

り
も
却

っ
て
市
街
地
化
し
て
い
る
も
の
が
多
い
」
（同
四
三
六
頁
）

と
い
う
事
情
が
複
雑
に
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

（９
）

農
林
省
監
修

・
農
地
改
革
記
録
委
員
会

『農
地
改
革
顛
末
概

要
』
・
五

一
年
刊

（御
茶
の
水
書
房
よ
り
七
七
年
に
復
刻
）
、
九
九

〇
～

一
頁
。

（１０
）

同
九
九

一
頁
。

（１１
）

前
掲

『資
料
集
成
』
第
八
巻
、
三

一
六
頁
。

（・２
）

同
右
、
三
二
七
頁
。
「憲
法
以
前
論
」
（東
京
高
裁
）
と
は

「我

が
国
従
来
の
農
地
所
有
権
の
よ
う
な
前
近
代
的
土
地
所
有
は
、
新

憲
法
で
は
保
障
さ
れ
る
財
産
権
で
は
な
く
、
従

っ
て
こ
れ
に
対
す

る
補
償
が
新
憲
法
二
九
条
に
云
う
と
こ
ろ
の
正
統
な
補
償
で
あ
る

か
ど
う
か
は
間
う
と
こ
ろ
で
は
な
い
」
と
す
る
も
の
。
「超
憲
法
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論
」
（静
岡
地
裁

。
東
京
高
裁

・
広
島
高
裁
ほ
か
）
と
は

「違
憲

で
あ
っ
て
も
、
超
憲
法
的
法
規

（管
理
法
令
）
で
あ
る
か
ら
違
法

と
な
ら
な
い
」
と
説
く
も
の
。

（・３
）

同
右
、
三
三
二
～
六
二
頁
。

（・４
）

同
右
。
た
だ
し
原
資
料
は
、
農
政
調
査
委
員
会

『農
地
改
革
実

施
過
程
か
ら
今
日
に
い
た
る
農
地
行
政
の
展
開
過
程
に
関
す
る
資

料
整
備
』

一
七
～
三
八
頁
。

（の
だ
　
き
み
お
。
京
都
大
学
大
学
院
農
学
研
究
科
教
授
）
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